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本業務は、国道280号に架橋されている『古川橋（(プレテンI桁橋 橋⻑L=9.44m）』の⽼朽化に伴う橋梁補修設計を実施したものである。本
橋は、津軽海峡沿岸に架橋され、⾶来塩分により著しい塩害を受けた橋梁である。上部工は塩分濃度が⾼く、うきや錆汁、軸⽅向のひびわれが
広範囲で確認された。（写真-2）そのため、再劣化しない確実な補修対策が求められる難易度の⾼い業務である。

本橋のような小規模橋梁の場合、塩害による損傷が著しい場合には、再劣化を防ぐための電気防食工法では、経済⽐較で架替えとなるケース
が多い。本業務では、外部からの電源を必要としない、新技術である『線状流電陽極⽅式』による電気防食工法を採⽤することで、補修費を大
きく削減することが可能となり、LCCに優れた提案が⾏われている。

また、本工法の陽極材は、現地で詳細に電位を計測し鉄筋の腐食程度を把握することで合理的な配置を提案している（写真3、4）ほか、部分
的な交換も可能であり維持管理面においても工夫されている。

本業務は、塩害を受けた小規模橋梁に新技術の電気防食工法を⽤いて、⻑寿命化を図ることを可能とした先進的な成果であり、他の模範とな
る内容であることから、⻘森県県⼟整備部優良建設関連業務に推薦するものである。
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図-2 線状流電陽極概要図
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写真-1 古川橋全景

写真-2 上部工損傷状況

照合電極陽極材 リード線

導通⽤鋼材

図-1 補修断面図

写真-3 陽極材の仮配置 写真-4 電位計測状況

写真-5 線状流電陽極実施例 写真-6 線状流電陽極実施例

この度は、「東⻘地域整備部⻑表彰」の栄誉を賜り、誠にありが
とうございます。ご指導頂きました東⻘地域県⺠局地域整備部の調
査職員の皆様並びに関係職員の皆様に心から感謝申し上げます。

本業務は、塩害を受けた小規模橋梁に新技術の電気防食工法を⽤
いて、コスト縮減、⻑寿命化を図った先進的な業務であるとの評価
を頂きました。

本⽇の表彰を糧に、今後も技術⼒・品質向上に努め、「安全安心
で活⼒ある地域社会づくり」の良きパートナーとなれるように努⼒
して参ります。引き続きの、ご指導ご鞭撻を賜りますよう宜しくお
願い申し上げます。

優良技術者表彰

東⻘地域整備部⻑表彰（⼟⽊関係建設コンサルタント業務部門）


